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ブロードウエイと呼ばれるニューヨーク

のマンハッタンを斜めに南北を貫く、5車

線の道路が（写真２） 、車線を減らし、歩

行者空間と自転車空間に変化していく

姿を見たときには驚きました。道路上に、

City Bikeのポート、専用の自転車道路

が整備されていきました。現在では、自

転車用の信号機も設置されています（写

真３）。

2025年1月からは、マンハッタン地区

への車両の乗り入れが、有料化されまし

た。
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を是とし、自転車に関する物理的、施策的な環境が整備されてきました。初期において、

交通局・元局長のジャネット・サディク・カーン氏が、素早いアクションと地道な説得で道

を切り拓きました。この活動は、“車のためのデザイン”から“人々のためのデザイン”とし

て広く知られています。詳しくは、STREET FIGHT（注）を参照してください。

米国ニューヨーク市の自転車に関する取

組事例を紹介します。2026年にニュー

ヨーク市に旅行に行くとします。ニュー

ヨーク市内の観光には、City Bike（シェア

自転車、Citi Bankが メインスポンサー）

を使うことをお勧めします。自転車は

ニューヨーク市を移動する優れた方法の一

つとなっています。車道と分離された自転

車道がしっかり整備されていて、観光客で

あっても安心して自転車を使える環境が

整っています（写真１）。

しかし、ニューヨーク市では、このような

自転車を安心して利用できる環境が昔か

ら整備されていたわけではありません。

20年前から、ニューヨーク市では、クルマ

を中心とした移動の仕組みから、「公共交

通機関、徒歩、自転車など」を中心とした

持続可能な移動の仕組みへの移行を行っ

てきています。自転車利活用を進めること

これにより、これまでのマンハッタンの名物であった、クラクションによるすさまじい騒音、

渋滞、イエローキャブの波などが失われつつあり、静穏かつ快適な地域となりつつありま

す。

北海道では、ようやく矢羽根のようなマーキングに

よる自転車通行空間の確保がなされるようになって

います。しかし、矢羽根の上に、多数の車両が停車し

ており、十分に機能しているとはいえません。本自転

車利活用計画をベースに、自転車利用を進めること

のメリットをみなさんで共有していきましょう。前述

のニューヨーク市での都市計画の変化を20年に渡っ

てみてきた筆者としては、その共通概念をベースに、

一層の自転車利用空間の整備につなげていくことが

大切と考えます。

（注）STREET FIGHT（ストリートファイト）: 人間の街路を取り
戻したニューヨーク市交通局長の闘い
ジャネット・サディク=カーン、セス・ソロモノウ 著 中島直人 監訳
石田祐也、関谷進吾、三浦詩乃 訳, セス・ソロモノウ出版社｜学
芸出版社 発売日｜2020.09.10.
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